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東海大学湘南キャンパス
(神奈川県平塚市北金目4-1-1)

募集人数 　30名（神奈川県に在住・
　　　　　　　　　在学・在勤の高校生世代）
参 加 費 　7,600円（宿泊費、食費込み）
申込締切 　2013年3月4日（月）
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東海大学湘南キャンパス
(神奈川県平塚市北金目4-1-1)

主催　公益財団法人かながわ国際交流財団　神奈川県
後援　東海大学　神奈川県教育委員会
協力　東海大学教養学部　東海大学国際教育センター

K-PIT 学術

第22回青少年国際セミナー（K－PIT）

募集人数 　30名（神奈川県に在住・
　　　　　　　　　在学・在勤の高校生世代）
参 加 費 　7,600円（宿泊費、食費込み）
申込締切 　2013年3月4日（月）
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プログラム

毎日の食卓に並ぶ食材はどこで作られ、どうやって
運ばれてくるのか知っていますか？お米が食べられ
なくなる日を想像したことがありますか？身近な存
在である「食」を通して、私たちにできる地域社会
や世界への主体的な関わり方を探り、持続可能な社
会のビジョンを描いてみましょう。

世界の入口に立とう！
食卓から考える持続可能な地域・世界

▶１日目　3月26日（火）
13：00 開会式

13：20 ワークショップ「交流ゲーム～自分たちの食をふりかえってみよう！」（50分）
●上條 直美さん（立教大学　特任准教授／（特活）開発教育協会　常任理事）

14：20 レクチャー「コンビニ弁当から日本を見よう！」（60分）
●千葉 保さん（國學院大學　非常勤講師／元三浦市小学校長）

15：30 ワークショップ「私の食と世界はどうつながっているの？」（120分）●上條 直美さん
18：00 夕食、風呂、自由交流
22：00 就寝

▶２日目　3月27日（水）
7：30 朝食
8：30 ワークショップ「私たちと社会のつながりをふりかえってみよう！」（50分）

9：30 レクチャー「持続可能性ってなんだろう？食とのつながりからこだわり、関わりへ」（50分）
●藤巻 裕之さん（東海大学　専任講師／K-PIT実行委員長）

10：30 ワークショップ「ところ変われば食変わる？留学生とのクロストーク」(90分)　　　
●田口 香奈恵さん（東海大学　専任講師／K-PIT実行委員）

12：30 ランチ交流会

14：30
レクチャー
「目に見えないものを考える～動物を殺して食べることはそもそも許されるの？」（70分）
●土屋 陽介さん（茨城大学・立教大学　兼任講師／子どものための哲学教育研究所　副所長）

15：50 ワークショップ「よりよい話し合いのルールを考えよう！」（40分）
●土屋 陽介さん

16：30 グループ・ディスカッション「○○について語ろう！」（90分）
18：30 夕食、風呂
20：30 グループ・ディスカッション「○○について語ろう！」（90分）
22：00 就寝

▶３日目　3月28日（木）
7：30 朝食
8：30 グループ・ディスカッション「○○について語ろう！」（80分）
10：00 グループ発表
11：00 講師からのコメント
11：20 閉会式
12：00 終了　
※全てのプログラムは日本語で行います。都合によりプログラム、講師は変更になる場合があります。

ワークショップ
普段の食生活をふりかえると
ともに、知っているようで実
は気づいていない私たちと社
会とのつながりを見つけてみ
よう！

レクチャー
コンビニ弁当に隠されたヒミ
ツを探ったり、哲学的な視点
から食との関わり方を考えて
みよう！

グループ・ディスカッション
ひとつのテーマについて少人
数でとことん話し合おう！頭
と心をフル回転して議論した
先に見えてくるものとは？

3日間のプログラムを修了し
た人には修了証書が授与され
ます。

ランチ交流会
世界各国から東海大学に勉強
しに来ている留学生と楽しく
異文化交流しよう！



募集要項

青少年国際セミナー（K-PIT）の特徴

【お問合せ・お申込み】
（公財）かながわ国際交流財団　湘南国際村学術研究センター（担当：尾崎、ジギャン、小松）
TEL：046-855-1822　　FAX：046-858-1210　　E-MAIL：ozaki@kif.ac
〒240-0198 神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-39 湘南国際村センター内
http://www.k-i-a.or.jp/shonan/k-pit

　　　　　第22回青少年国際セミナー　Kanagawa Program of International Training（K-PIT）
　　　　　「世界の入口に立とう！～食卓から考える持続可能な地域・世界」

　　　　　2013年3月26日（火）～28日（木）〔２泊３日〕
　　　　　東海大学湘南キャンパス（神奈川県平塚市北金目4-1-1 小田急線「東海大学前駅」から徒歩15分）
　　　　　http://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/index.html

　　　　　30名　◆定員を超える応募があった場合は、志望理由等を基準に選考します。

　　　　　7,600円（宿泊費、食費込み）◆会場までの往復交通費は含みません。

　　　　　神奈川県内に在住・在学・在勤の高校生および18歳以下の社会人
　　　　　◆全てのプログラムに参加できる人に限ります。原則として、部分参加はできません。
　　　　　 次ページの「参加申込書」に必要事項をご記入の上、下記申込み先までFAXまたは郵送にてお送りください。
　　　　　◆このパンフレットは下記ホームページからもダウンロードできます。

　　　　　2013年3月4日（月）≪必着≫

　　　　　参加の可否は3月5日（火）以降に応募者全員に郵送でお知らせします。
　　　　　◆到着は郵便事情によります。3月11日（月）までに届かない場合はお問合せください。

　　　　　同性同士の大部屋になります。

名 称

開 催 日

会 場

募集人数

参 加 費

応募資格

申込方法

申込締切

通 知

宿 泊

ワークショップ（参加型学習）な
ど自分たちで考えたり話し合った
りする機会がたくさんあります。
テストのように決まった答えはな
いので、のびのびと発想を広げる
ことができます。

留学生とのディスカッションを通
して多様な文化や考え方を実感し
たり、大学生や社会人になった先
輩たちに進路等についての相談が
できます。

国際的なことに興味がある高校生
世代の仲間が集まります。普段学
校の友達とは話せないようなこと
も真剣に語り合えます。

◆セミナー当日に撮影した写真・動画は、各種広報に利用させていただく場合がございますので、ご了承の上お申込みください。

参加型の多彩な
プログラム！

留学生やセミナー
OB・OGと交流
できる！

同年代の仲間と
熱く深く語れる！その1 その2 その3



第22回青少年国際セミナー（K-PIT）

申込書送付先：〒240-0198 神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-39 湘南国際村センター内

かながわ国際交流財団「K-PIT担当」　FAX番号：046-858-1210

募集要項の内容を承諾の上、第22回青少年国際セミナーへの参加を申込みます。

参　加　申　込　書

※�ご記入いただいた個人情報は主催者のみが取り扱い、第三者には一切提供いたしません。なお、今後主催者のイベント等のご案内をさせて
いただく場合がございます。

ローマ字

保護者名
（自筆）氏　名 姓 名

生年月日 １９　 　 年 　　 月 　 　日（　 　　歳） 性別 男　・　女

連絡先

住所（書類送付先）
〒

電　話　番　号：　　　　　（　　　　　　　　）
F A  X　番　号：　　　　　（　　　　　　　　）
メールアドレス：

学校（学科）名
所属団体名

学年 年

部活動・趣味

志望理由（必須）

このセミナーのことをどうやって知りましたか？

　１．チラシ（どこで：　　　 　　　　　　）　２．ポスター（どこで：　　　　　　　　　　　　　）

　３．HP（何の：　　　　　　　　　　　　）　４．人に勧められた（誰に：　　　　　　　　　　　）

　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　）

これまでに国際プログラムに参加したことがありますか？

　ある　・　ない

※ある方は参加したプログラムを教えてください。

１．「世界の入口に立とう！」□ ２０１０年８月（於JICA横浜）　□ ２０１０年１２月（於横浜市野島青少年研修センター）

　　　　　　　　　　　　 □ ２０１１年７月（於東海大学湘南キャンパス）　□ ２０１１年１２月（於JICA横浜）

　　　　　　　　　　　　 □ ２０１2年７月（於JICA横浜）

2．その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）


